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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

本調査は、市政運営の参考資料とするため、年ごとにテーマを定め毎年実施し

ているが、今年度は以下の通りとした。 

 

２．調査の設計 

（１）調査内容 

回答者の属性  
（フェイスシート）  

問１ 居住するコミュニティ 問６ 同居家族の世帯構成 

問２ 性 別 問７(1) 住まいの種別 

問３ 年 齢 問７(2) 市内居住時期  

問４ 職 業 問７(3) 現住所居住時期 

問５ 同居家族の人数 問８ 暮らし向き 

ストレスサインとその対処方法

について  

問９ この１カ月間で感じたストレス 

問10 ストレスサインを知っているか 

問11 ストレスサインへの対処方法はあるか 

問12 対処方法（記述式） 

問13 その対処方法でストレスを解消できているか 

西宮市の魅力について  

問14 住んでいる地域に愛着や誇りを感じているか 

問15 西宮市に愛着や誇りを感じているか 

問16(1)～(19) どのくらい魅力を感じているか 

問17 行政がさらに力を入れるべき項目 

問18 西宮を代表するイメージ（記述式） 

生物多様性について  

問19 「生物多様性」を知っていたか 

問20 西宮市のどのような自然を大切にしたいか 

問21ア～カ 生物多様性に関連した活動に参加（利用）したか 
問22ア～ク 取り組みを実践（参加）しているか 

文化芸術について  

問23ア～コ ①活動状況／③鑑賞状況 

問24ア～コ ②活動場所／④鑑賞場所 

問25 活動・鑑賞できない理由 

問26ア～カ 文化芸術への支援施策の必要度 

問27(1) アミティホールを知っているか 

問27(2) 市の中核ホールとして必要な規模 

問27(3)ア～ク アミティホールに必要な機能・設備 

自由意見（記述式） 

※本報告書では、問9～問27を分析対象とした。問1～8は「回答者の属性」として全体値の

グラフを掲載している。 

 

  



- 2 - 

 

（２）調査方法 

１ 調査地域 ：市内全域 

２ 調査対象 ：平成2７年８月１日現在の住民基本台帳に登録されている20歳以上

の市民（外国人住民含む） 

３ 抽出方法 ：系統的無作為抽出（コンピューターによる等間隔抽出） 

４ 標本数   ：3,500 

５ 調査方法 ：郵送法（調査票の配布・回収は、すべて郵送による） 

６ 調査期間 ：平成27年９月１日～10月21日 
 

３．回収結果 

発 送 数：3,500 （昨年度 3,500） 

回 収 数：1,965 （昨年度 1,892） 

有効回収数：1,964 （昨年度 1,891） 

有効回収率：56.1％（昨年度 54.0％） 

 

 


